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第134回 かわさき起業家オーディション
「かわさきビジネス・アイデアシーズ賞」受賞

　建設現場では毎日さまざまな廃棄物が生み出され、処分されていき
ます。その中には、まったく使わなかった余剰建材や、ほんのわずか
な傷が付いただけの木材など、まだ十分に使える資材や資源もたくさ
んあります。当時大手住宅総合メーカーに在籍していた私は、こうし
た「もったいない」現状を目の当たりにし、心を痛めていました。し
かし同時に、捨てられていく資材に大きな可能性も見出していました。
そこで「処分」ではなく「活かす」道を切り拓くため、起業すること
を決意しました。
　一緒に会社を立ち上げてくれた二人の仲間と共に開発したのは、余
った資材を処分したい業者と、使いたい業者を結びつけるマッチング
プラットフォーム「Re’match」です。資材の処理には多額のコスト
がかかりますし、運搬やエネルギー利用によるCO₂の排出も避けられ
ません。このサービスを建設業界に普及させれば、資材の購入にかか
るコストの削減と、環境負荷の低減の両方を実現することができます。
このビジネスによって、多くの課題を抱える建設業界を、持続可能な
方向へ導いていけたらと考えています。

■ 受賞したビジネスに至った経緯
　大学時代、都市開発や街の活性化事業について研究
していた私は、街づくりに携われる仕事をするため大
手住宅総合メーカーへ入社しました。そこでさまざま
な建設現場を経験してきましたが、まだ使える資材が
「余ったから」とか「ちょっと汚れたから」という理
由で次々と捨てられていく現状に、大きなショックを
受けました。処分には費用がかかりますし、環境に負
荷をかけることにもなります。同期の仲間たちも同じ
ことを感じており、顔を合わせるたびに「このもった
いない状況を何とかできないか」と、ため息をつく日々
を過ごしていました。
　そんなある日、仲間の一人が中古の家を購入したの
で「手づくりでフルリノベーションをしてみよう」と
いうことになりました。材料はすべて、現場で廃棄物
として処分されるはずだった資材です。すると、材料
費だけで約500万円はかかる規模のリノベーションを、
わずか25万円ほどでやりきることができたのです。「こ
れだけ価値ある資材を、ただ捨てていたのか」という
事実を改めて痛感しました。そしてこの挑戦を通して
「こうした資材を無駄にせず、誰もが有効活用できる
世界にしなければ」という想いを強くしました。これ
が今回のビジネスアイデアに至ったきっかけです。
　少子高齢化による空き家問題に頭を悩ませている自
治体は多いと思いますが、このやり方で空き家を安く
リノベーションし、有効活用できれば、地域や街の活
性化につなげられる可能性があります。また、DIYが
好きで家の手入れを自分でしたい方、手づくりでリ
フォームをしたいと思っているような個人の方にも
ニーズがあると考えています。
　　

■ サービスの特徴
　「Re’match」は、現場で余った資材・資源などを利
活用するためのマッチングプラットフォームです。処
分したい資材を抱える業者が、その資材を必要として
いる人を探し出し、有効活用してもらうことができま
す。登録→検索→連絡→取引の４ステップから構成さ
れており、シンプルかつスムーズに利用することが可
能です。
　現在、工事現場で余った資材のほとんどは郊外の処
分場に運ばれ、費用と時間をかけて処分されています。
処分費用を削減するために、不法投棄や危険な盛土な
どの違法行為を行う悪質な業者も少なくありません。
こうした状況も、資材の高騰による影響や、原価低減
が難しい建築業界ならではの課題だともいえるでしょ
う。「Re’match」を導入していただくことが、建設現
場でかかるさまざまなコストの削減や、環境配慮への
取り組みを促し、課題解決に向けたアプローチになっ
ていく可能性もあります。
　実際に利用いただいた現場での評価も上々で、「こ
れはいいね」とポジティブな反応を多くいただいてい
ます。建築業界に携わる人なら、誰もがこの状況を
「もったいない」と感じていたはずですが、日々の業
務に追われ、見過ごしてきた方も多かったと思います。
私たちの想いに共感してくださる方が増えるほど、こ
のサービスはより使いやすいものになっていきますの
で、多くの方が利用してくれることを強く願っていま
す。

■ 現状の課題
　2021年から「Re’match」の試作版を協力会社間で試
行していますが、さらにユーザーに寄り添う形でブ
ラッシュアップしていく必要性を感じています。頂い
た意見をサービスに落とし込むには費用と期間を要す
ることから、当面はサービスのブラッシュアップと並
行し、サービス外でのマッチング実績を伸ばしていき
たいと考えています。協力会社からいただいた現場の
情報を取りまとめ、弊社がサポートしながら連絡を取
り合うことでマッチング実績を重ね、より現場に寄り
添った意見をサービスに落とし込んでいきたいです。
そのためには協力会社の繋がりを広げる必要があり、
積極的に他社へのアプローチを進めています。
　また、組織としての課題もあります。今の社員は、
技術職寄りのメンバー構成になっていますが、今後事
業が拡大していけば、マーケティングや営業などにも
力を入れていかなければなりません。そういったスキ
ルや経験を持つ方にも加わってもらい、偏りのないメ
ンバーバランスをつくっていくのも、これからの課題
になってくるだろうと感じています。
　

■ 今後の展開
　サービスのブラッシュアップを進めるため、現在は
資金調達に注力しています。「Re’match」については
試作版の改良とサービスの作りこみを進めつつ、サー
ビス外での試行実績を併せて伸ばしながら、2025年を
めどに収益化を図っていきたい考えです。
　また、今のところ「Re’match」で扱える資材は土と
木材だけになっていますが、さらに取り扱い品目を増
やし、家一軒を建てるための資材ならすべてこのサー
ビスで賄えるような体制にしていきたいと思っていま
す。将来の全国展開も視野に入れ、まずは年商20億円
の達成を目指します。
　 

■ エントリーを検討中の方へ一言
　かわさき起業家オーディションでの受賞後、明らか
にお問い合わせをいただく数が増えました。コーポ
レートサイトを通して当社に投資したいというお話を
いただくケースも出てきて、大きな変化を感じていま
す。そういった意味でも、オーディションに参加した
ことは、とても意味のあるアクションでした。
　応募書類をまとめる作業も、自分の事業に改めて向
き合い、整理できるいい機会になりました。また多く
の人の前で行うプレゼンも貴重な経験でした。ニッチ
な業界のサービスであればあるほど、人への説明が難
しくなりますので、「どうやったら分かりやすく伝わ
るだろうか」と試行錯誤しながら資料をブラッシュ
アップしていったことも学びになりました。もし応募
を迷われているなら、労力を惜しまず、チャレンジし
てみることをおすすめします。
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■ ビジネスに至った経緯
　産総研の優れた技術を世の中に広め、役立たせたいつビジネスを始めたいという思い想いから、2006年10月に産
総研の特許を事業化する産総研認定ベンチャーを創設し、2012年3月にその事業を継承する形で株式会社アダコテッ
クを設立いたしました。
　設立後、経営が厳しい時期もありましたが、も「HLACという日本で生まれた優れた画像認識の技術をこのまま
埋もれさせてはいけない。」と15年間にわたって研究開発を続け、ようやく製造現場に利用していただける段階に
到達しました。その後はさ事業拡大のために、らなる認知度向上を図るべく、目的に、かわさき起業家オーディショ
ンをはじめとする複数のビジネスプランコンテストに出場しています。
　技術の適用領域については、ソリューション提供については以前からは川の氾濫のモニタリングやATMの監視
など、検査以外でも、様々な領域の相談をいただいておりました。取引先開拓にあたって数々の可能性を模索する
中で、している途中、とある世界的な自動車部品会社案件の相談に乗るうちに契約をいただくことができました。
このことをきっかけに、まずは半導体や自動車部品や半導体のような極めて高い精度が求められる領域業界に注力
する専念し、事業の基盤を確固たるものにする方針に転換しました。を固めていきました。現在は他にもより多く
の製造現場のお役に立てるよう、現在販路拡大とプロダクトの改良を進めているところですおります。
　アダコテックのビジョンは「モノづくりの進化と革新を支える　EVOLUTION AND INNOVATION」。モノづ
くりにかかわるプロセスやコストをテクノロジーで改革したいという思いが込められています。日本初の技術で日
本の製造業を変革するため、メンバー一丸となって日々努力を続けています。

■ ビジネスアイデアの特徴
　HLAC（高次局所自己相関特徴抽出法）と呼ばれる、動画像の特徴を認識するアルゴリズムをコア技術としてい
ます。する点がソリューションの最大の特徴です。この技術を駆使して、製品の外観検査の自動化や、・生産設備
の異常検知・不正侵入の監視などのシステムの自動化に貢献していますを実施しています。

　・コストパフォーマンスの高さ
　一般的にDeep Leaningで学習させるAIの導入には、複雑なプログラミング・膨大な量の学習データ（正常・異
常モデル含め1000 ～ 1万枚ほど）・大型のGPUといった設備先行投資が必要であるため、クライアントの大きな負
担となっています。また、それに加え、AIは多くの画像を読み込ませたからといって必ずしも精度向上には繋がら
ないといった不確実性もあります正確に正常・異常を判断できる保障は無いというのが現状です。
　対する一方アダコテックのソリューションは必要となる学習に用画像は正常モデルの10～100～200枚の正常デー
タしか要しません。また、ほどであることから、シンプルな計算式であることから、一般的なパソコンを使って短
時間でAIを学習させることがでます。そのため既存技術と比較してに比べて、圧倒的な低価格短期間でで正確に検
査検品できるソリューションを提供することができます。

　・製造業との親和性の高さ
　日本の製造業の不良率は非常に低いため、既存のAI導入の際は大型設備の準備という負担だけでなく、検査部品
の不良品異常モデルそのものの数が少ないためく、AIを学習させる画像データが集まりにくいという課題がありま
した。加えて導入のハードルとなっていたのは、
　それだけでなく、「AIがなぜ異常と認識したのか」という理由を明確にできない状況でしたというブラックボッ
クス化問題もありました。「発生した異常の原因がはっきりしない」という曖昧さを嫌う製造現場の価値観とのミ
スマッチが発生していましたも、検査検品AI導入の大きな壁となっていました。
　しかし、こうした課題を解決するのが弊社ソリューションです。は正常モデルのみを学習させることで「いつも
と違う」ものを異常として検知することができます。異常検知の際には明確な根拠を示すため製造現場にとっても
馴染みやすく、精度面でも、導入してから１年以上経過した取引先がはソフトウェアを導入して1年ほど経ちますが、
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の人の前で行うプレゼンも貴重な経験でした。ニッチ
な業界のサービスであればあるほど、人への説明が難
しくなりますので、「どうやったら分かりやすく伝わ
るだろうか」と試行錯誤しながら資料をブラッシュ
アップしていったことも学びになりました。もし応募
を迷われているなら、労力を惜しまず、チャレンジし
てみることをおすすめします。
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ホームページ：https://www.rebertas.net/

※本稿で紹介した事業内容は、スバル㈱から分社化した ㈱ユーグリード（代表取締役 宇高 尊己 
https://euglead.co.jp）へ事業譲渡しました

■ ビジネスに至った経緯
　産総研の優れた技術を世の中に広め、役立たせたいつビジネスを始めたいという思い想いから、2006年10月に産
総研の特許を事業化する産総研認定ベンチャーを創設し、2012年3月にその事業を継承する形で株式会社アダコテッ
クを設立いたしました。
　設立後、経営が厳しい時期もありましたが、も「HLACという日本で生まれた優れた画像認識の技術をこのまま
埋もれさせてはいけない。」と15年間にわたって研究開発を続け、ようやく製造現場に利用していただける段階に
到達しました。その後はさ事業拡大のために、らなる認知度向上を図るべく、目的に、かわさき起業家オーディショ
ンをはじめとする複数のビジネスプランコンテストに出場しています。
　技術の適用領域については、ソリューション提供については以前からは川の氾濫のモニタリングやATMの監視
など、検査以外でも、様々な領域の相談をいただいておりました。取引先開拓にあたって数々の可能性を模索する
中で、している途中、とある世界的な自動車部品会社案件の相談に乗るうちに契約をいただくことができました。
このことをきっかけに、まずは半導体や自動車部品や半導体のような極めて高い精度が求められる領域業界に注力
する専念し、事業の基盤を確固たるものにする方針に転換しました。を固めていきました。現在は他にもより多く
の製造現場のお役に立てるよう、現在販路拡大とプロダクトの改良を進めているところですおります。
　アダコテックのビジョンは「モノづくりの進化と革新を支える　EVOLUTION AND INNOVATION」。モノづ
くりにかかわるプロセスやコストをテクノロジーで改革したいという思いが込められています。日本初の技術で日
本の製造業を変革するため、メンバー一丸となって日々努力を続けています。

■ ビジネスアイデアの特徴
　HLAC（高次局所自己相関特徴抽出法）と呼ばれる、動画像の特徴を認識するアルゴリズムをコア技術としてい
ます。する点がソリューションの最大の特徴です。この技術を駆使して、製品の外観検査の自動化や、・生産設備
の異常検知・不正侵入の監視などのシステムの自動化に貢献していますを実施しています。

　・コストパフォーマンスの高さ
　一般的にDeep Leaningで学習させるAIの導入には、複雑なプログラミング・膨大な量の学習データ（正常・異
常モデル含め1000 ～ 1万枚ほど）・大型のGPUといった設備先行投資が必要であるため、クライアントの大きな負
担となっています。また、それに加え、AIは多くの画像を読み込ませたからといって必ずしも精度向上には繋がら
ないといった不確実性もあります正確に正常・異常を判断できる保障は無いというのが現状です。
　対する一方アダコテックのソリューションは必要となる学習に用画像は正常モデルの10～100～200枚の正常デー
タしか要しません。また、ほどであることから、シンプルな計算式であることから、一般的なパソコンを使って短
時間でAIを学習させることがでます。そのため既存技術と比較してに比べて、圧倒的な低価格短期間でで正確に検
査検品できるソリューションを提供することができます。

　・製造業との親和性の高さ
　日本の製造業の不良率は非常に低いため、既存のAI導入の際は大型設備の準備という負担だけでなく、検査部品
の不良品異常モデルそのものの数が少ないためく、AIを学習させる画像データが集まりにくいという課題がありま
した。加えて導入のハードルとなっていたのは、
　それだけでなく、「AIがなぜ異常と認識したのか」という理由を明確にできない状況でしたというブラックボッ
クス化問題もありました。「発生した異常の原因がはっきりしない」という曖昧さを嫌う製造現場の価値観とのミ
スマッチが発生していましたも、検査検品AI導入の大きな壁となっていました。
　しかし、こうした課題を解決するのが弊社ソリューションです。は正常モデルのみを学習させることで「いつも
と違う」ものを異常として検知することができます。異常検知の際には明確な根拠を示すため製造現場にとっても
馴染みやすく、精度面でも、導入してから１年以上経過した取引先がはソフトウェアを導入して1年ほど経ちますが、




